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(54)【発明の名称】 内視鏡装置

(57)【要約】
【課題】  高精度の装着用部品を必要としないで、所定
の装着状態に誤りなく照明ランプの交換作業ができる内
視鏡装置を提供する。
【解決手段】  光源本体のランプ室３６内に照明ランプ
２１の先端側周縁部に当接して位置決めするランプ当接
部５０ａを設けたランプ収納筒５０に対し、照明ランプ
２１の後端側の凸部２１ａを係入し、光軸Ｏの方向に所
定距離だけ移動自在かつ光軸Ｏの周りに回転自在に保持
する凹部４７ｃを設けたランプ固定爪部４７ｂを備えた
ランプホルダ３２で照明ランプ２１を保持した状態でそ
の先端側の照明ランプを挿入し、ランプホルダ３２の後
端側の雄ネジ部４７ａをランプ室３６の後端開口端部の
雌ネジ部に係合させることにより、照明ランプ２１をラ
ンプ収納筒５０の深部側に移動させ、装着の際の係合に
よる移動で照明ランプ２１をランプ当接部５０ａに当接
させて所定の装着状態に設定可能にした。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  照明光を導光するライトガイドファイバ
を有する内視鏡と、前記内視鏡に着脱自在に接続し、前
記ライトガイドファイバの光入射端に照明光を供給する
照明ランプ及びこの照明ランプに電力を供給するバッテ
リを有するバッテリ型光源とを備えた内視鏡装置におい
て、
前記照明ランプをその長手方向にある範囲内で移動自在
に保持する保持部を設けたランプ装着部材を有し、前記
照明ランプを保持した前記ランプ装着部材の装着用係合
部を前記バッテリ型光源の本体に係合させて着脱自在で
取り付ける際に、前記バッテリ型光源の本体内の位置決
め用当接部に前記照明ランプを当接するように移動させ
ることにより、前記照明ランプが前記ある範囲内で任意
の位置に保持されてもライトガイドファイバの光入射端
に対する照明ランプの位置決めが行われるようなランプ
装着機構を形成したことを特徴とする内視鏡装置。
【請求項２】  前記ランプ装着部材による前記照明ラン
プの保持は、前記照明ランプに設けた凸部と、これに係
合するランプ装着部材の爪部により行われるようにした
請求項１記載の内視鏡装置。
【請求項３】  前記ランプ装着部材には、照明ランプを
保持したときに前記照明ランプの一方の電極と前記ある
範囲内で電気的に接続される導電部材を有し、前記ラン
プ装着部材をバッテリ型光源の本体に装着したとき、前
記導電部材がバッテリと電気的に接続されるようにした
請求項１記載の内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は携帯使用に適するバ
ッテリ型光源を着脱自在に備えた内視鏡装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】医療分野および工業用分野で広く用いら
れるようになった内視鏡は、診断あるいは検査対象部位
が生体、プラント等の内部であるので照明する手段が必
要である。このため、一般的な内視鏡では、内視鏡の外
部装置として光源装置を用意し、この光源装置内のラン
プの出射光を内視鏡に設けたライトガイドファイバに導
光し、このライトガイドファイバで導光された照明光を
挿入部先端側の照明窓から出射して検査部位を照明する
構成になっている。
【０００３】前記光源装置は一般的には商用電源から供
給される電源を利用して光源装置内部のランプを発光さ
せるものである。これに対し、先行技術は例えば、特開
平１１－１５３７５９号に、電源に乾電池を用いたバッ
テリ型光源を内視鏡操作部に着脱自在に取り付けられる
ようにした内視鏡装置が提案されている。このようなバ
ッテリ型光源が取り付けられる内視鏡は持ち運びが容易
であるとともに、電源の無い所での使用が可能になるの
で緊急時の使用などに適している。
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【０００４】さらに、バッテリ型光源内部の照明ランプ
が切れたとき、照明ランプを固定しているランプ部をバ
ッテリ型光源本体から取り外すことによりランプ交換を
行うようにしている。
【０００５】ランプ交換後のランプ部は、バッテリ型光
源本体に再度装着され、完全な装着状態においては照明
ランプ先端と照明光入射端との距離が最も集光効率の良
い距離間隔に精密に設定される。これは、必要最低限の
光量をロス無く利用し、内視鏡装置の小型化およびバッ
テリの寿命延長を計るための必須事項である。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、従来の
バッテリ型光源では、ランプ交換の際、照明ランプをラ
ンプ装着部（前述のランプ部）に正確に位置決めされる
よう最後までしっかりと螺合し、さらに照明ランプと一
体化したランプ装着部をバッテリ光源本体に最後までし
っかりと螺合させる必要があった。
【０００７】すなわち、上記各々の接続は寸法精度を出
すために何れも突き当て部までの螺合により行っている
ため、使用者の取り扱い上のミスや装着不十分等により
距離精度が出なくなり、結果として目論見以下の観察光
量になる可能性があった。さらに、上記各々の接続は電
源との接続を兼ねているため、距離精度の悪化に加え、
電源との接触不良による光量低下の可能性もあった。
【０００８】加えて前記照明ランプはランプ装着部を介
して、バッテリ型光源内部の照明光入射部に位置決めさ
れる構成になっているため、ランプ装着部を構成する部
品そのものの寸法精度が非常に要求されるうえ、照明ラ
ンプとランプ装着部、およびランプ装着部とバッテリ型
光源本体の接続部周辺を構成する部品に関しても高精度
の部品精度が要求され、部品の加工費が高額となってい
た。
【０００９】（発明の目的）本発明は、上述した点に鑑
みてなされたもので、高精度の装着用部品を必要としな
いで、所定の装着状態に誤りなく照明ランプの交換作業
ができる内視鏡装置を提供することを目的とする。
【００１０】換言すると、照明ランプ交換の際、使用者
の取り付けミスによる照明光学系の距離精度の悪化防止
と、照明ランプへの電源接触不良の防止ができ、さらに
は、高度の寸法精度を要する部品が無く、部品加工を容
易かつ安価にできる構成の内視鏡装置を提供することを
目的とする。
【００１１】
【課題を解決するための手段】照明光を導光するライト
ガイドファイバを有する内視鏡と、前記内視鏡に着脱自
在に接続し、前記ライトガイドファイバの光入射端に照
明光を供給する照明ランプ及びこの照明ランプに電力を
供給するバッテリを有するバッテリ型光源とを備えた内
視鏡装置において、前記照明ランプをその長手方向にあ
る範囲内で移動自在に保持する保持部を設けたランプ装
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着部材を有し、前記照明ランプを保持した前記ランプ装
着部材の装着用係合部を前記バッテリ型光源の本体に係
合させて着脱自在で取り付ける際に、前記バッテリ型光
源の本体内の位置決め用当接部に前記照明ランプを当接
するように移動させることにより、前記照明ランプが前
記ある範囲内で任意の位置に保持されてもライトガイド
ファイバの光入射端に対する照明ランプの位置決めが行
われるようなランプ装着機構を形成することにより、ラ
ンプ交換により新しい照明ランプを装着するような場合
にランプ装着部材への照明ランプの保持位置にバラツキ
がある場合でも、確実に照明ランプの位置決めが行われ
るようにして、高精度の装着用部品を必要としないで、
低コストで済むようにした。
【００１２】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して本発明の実
施の形態を説明する。
（１実施の形態）図１ないし図７は本発明の１実施の形
態に係り、図１は１実施の形態の内視鏡装置の全体構成
を斜視図で示し、図２は操作部及びバッテリ型光源の接
続部の外観を示し、図３はバッテリ型光源の全体構成を
示し、図４はバッテリ型光源のランプ室の横断面を示
し、図５は図４の照明ランプ消灯状態でのＡ－Ａ断面と
Ｂ－Ｂ断面を示し、図６は照明ランプ点灯状態における
Ａ－Ａ断面とＢ－Ｂ断面を示し、図７は照明ランプの点
灯、消灯時における内視鏡装置の外観図を示す。
【００１３】図１に示す内視鏡装置１は水密構造の内視
鏡２と、この内視鏡２に着脱自在で接続されるライトガ
イドケーブル３と、この内視鏡２に着脱自在で接続され
るバッテリ型光源４とから構成される。
【００１４】内視鏡２は、細長の挿入部５と、この挿入
部５の基端に設けた操作部６と、この操作部６の後端部
に設けた接眼部７とを有する。また、挿入部５は先端側
から順次、硬質の先端部８、湾曲自在の湾曲部９、柔軟
性（可撓性）を備えた可撓管部１０とから構成される。
【００１５】操作部６には、その側面に側方に突出する
ように、熱伝導性の良好な部材で形成したライトガイド
口金１１が設けてあり、このライトガイド口金１１には
ライトガイドケーブル３の接続部３ａを着脱自在で接続
したり、水密構造のバッテリ型光源４の接続部１２を着
脱自在で接続することができる。
【００１６】また、操作部６には術者が把持する把持部
１３が設けてある。そして、この把持部１３の後方側に
ライトガイド口金１１、湾曲操作を行う湾曲操作レバー
１４及び吸引操作を行う吸引ボタン１５が設けてあり、
この吸引ボタン１５の基端付近から側方に突出し、内視
鏡２に設けた図示しない吸引チャンネルに連通する吸引
口金１６が突出している。
【００１７】この吸引口金１６は図示しないチューブを
介して吸引装置（図示せず）に接続され、前記吸引ボタ
ン１５を操作することにより、吸引チャンネル、吸引口
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金１６を介して体腔内の液体などを吸引排出することが
できるようにしている。
【００１８】また、把持部１３より前部側に鉗子挿入口
１７が突出するように設けられ、通常は鉗子栓１８で閉
塞されている。また、例えば鉗子挿入口１７の位置の付
近でその反対側に通気口金１９が設けてあり、この通気
口金１９から内視鏡２の内部に空気を送り込むことによ
り内視鏡２の水漏れ検査を行えるようにしている。
【００１９】前記挿入部５内には、照明光を導光（伝
送）するライトガイドファイバ（図示せず）が挿通され
ており、このライトガイドファイバの基端側は操作部６
内部で屈曲され、ライトガイド口金１１内にその基端
（後端）が固定されている。
【００２０】一方、このライトガイドファイバの先端は
挿入部５の先端部８に設けた照明窓２０に固定されてい
る。
【００２１】そして、例えばライトガイド口金１１にバ
ッテリ型光源４を装着し、バッテリ型光源４の内部に設
けた照明ランプ２１（図４参照）を発光させた時、この
照明ランプ２１の照明光はバッテリ型光源４内の集光レ
ンズ２２（図４参照）で集光され、ライトガイド口金１
１のライトガイドファイバ光入射端面に設けられている
透明のガラス材からなるライトガイドカバー（図示せ
ず）を通ってライトガイドファイバに供給される。  そ
して、このライトガイドファイバにより導光された照明
光は先端部８の照明窓２０からその照明窓２０に対向す
る前方側に向かって出射され、検査部位を照らすことが
できるようにしている。
【００２２】この照明光によって照明された被写体は照
明窓２０近傍の観察窓２３に取り付けた対物レンズによ
り、その結像位置に光学像を結ぶ。この結像位置には図
示しないイメージガイドファイバの先端面が配置され、
このイメージガイドファイバにより、その後端側に伝送
する。このイメージガイドファイバの後端は接眼部７付
近に配置され、接眼部７の接眼レンズを介して術者は拡
大観察することができる。
【００２３】上記ライトガイド口金１１の外周部には接
続用の雄ネジ部１１ａが設けてあり、この雄ネジ部１１
ａには前記ライトガイドケーブル３の接続部３ａ又はバ
ッテリ型光源４の接続部１２の外周側にそれぞれ回動自
在に設けられている接続環３ｃ、２４の内周面に形成さ
れている雌ねじ部を螺合させて、内視鏡２とライトガイ
ドケーブル３又はバッテリ型光源４とを一体的に接続す
ることができるようになっている。
【００２４】そして、図２に示すように内視鏡２とバッ
テリ型光源４を連結する時、ライトガイド口金１１の接
続筒１１ｃに設けられている指標１１ｂと、バッテリ型
光源４に設けられている指標４ａとを一致させてライト
ガイド口金１１にバッテリ型光源４を取り付ける。これ
によって、バッテリ型光源４に設けられている位置決め
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ピン２６がライトガイド口金１１の接続筒１１ｃに設け
られているピン受け部１１ｄに係入して一定した位置関
係に位置決めされるようにしている。
【００２５】この状態で、接続環２４の内周面に形成さ
れている雌ネジ部とライトガイド口金１１の雄ネジ部１
１ａとを螺合させると、内視鏡２とバッテリ型光源４と
が一体的に連結固定され、接続環２４の内周側の接続口
金２７に設けた水密リング２８が接続筒１１ｃ内周面に
密着し、この連結部内の水密が確保される。この時は、
照明ランプ２１が点灯しないようにバッテリ型光源４を
ＯＦＦ状態にしておく。
【００２６】つまり、図７の２点鎖線で示すように、バ
ッテリ型光源４の光源本体３０を内視鏡２の軸方向と平
行な状態に回動して設定しておく。なお、このＯＦＦ状
態から９０°回転して図７の実線で示す状態にするとＯ
Ｎ状態の位置となる。
【００２７】また、ライトガイドケーブル３の後端部に
設けられているライトガイドコネクタ３ｂは図示しない
既存の光源装置に着脱自在で接続できるようになってお
り、このライトガイドコネクタ３ｂを光源装置に接続す
ることにより、その光源装置内部に設けられている照明
ランプからの照明光がライトガイドコネクタ３ｂ、ライ
トガイドケーブル３内の図示しないライトガイドファイ
バ、接続部３ａを介して内視鏡２のライトガイドファイ
バに供給される。つまり、この内視鏡２にライトガイド
ケーブル３を装着（接続）することにより、通常の内視
鏡と同様に光源装置に接続して使用することができる。
【００２８】次に内視鏡２のライトガイド口金１１に接
続環２４によって着脱自在のバッテリ型光源４の構成を
説明する。図３に示すようにバッテリ型光源４は光源本
体３０と、この光源本体３０に対し、蝶番式に連結し開
閉する蓋体３１及び照明ランプ２１を保持した状態で光
源本体３０に着脱自在に装着可能な（ランプ装着部材と
しての）ランプホルダ３２とで構成されており、前記蓋
体３１を解放或いはランプホルダ３２を光源本体３０か
ら取り外す事によって乾電池３３の交換や、照明ランプ
２１の交換を行えるようにしている。なお、本実施の形
態におけるバッテリ型光源４においては、電源として２
本の乾電池３３を使用している。
【００２９】前記光源本体３０は絶縁性の樹脂部材で形
成された外装部材３４により構成され、この外装部材３
４により前記乾電池３３を収納するバッテリ収納部３５
と、照明ランプ２１を収納するランプ室３６とが形成さ
れている。
【００３０】前記バッテリ収納部３５には、その内部
に、使用する乾電池３３の残量状態を検出する図示しな
い検出回路を有し、その検出結果を複数のＬＥＤによっ
て表示して術者に乾電池３３の残量レベルを告知できる
ようになっている。前記ＬＥＤと対向する部分の外装部
材３４には、ＬＥＤの光を透過する複数の表示窓３７か
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らなる残量表示部３８が設けられている。
【００３１】なお、本実施の形態においては、使用初期
状態（新品の電池使用状態）では４つのＬＥＤを同時に
点灯させ、乾電池３３の電気エネルギの容量低下と共
に、１つづつＬＥＤを消灯させるように構成しており、
さらに視認性を向上するためにＬＥＤ表示窓の近傍にレ
ベルゲージ４０を設けている（図２参照）。
【００３２】なお、ＬＥＤによるこのような表示手段に
限定されるものでなく、発色光の異なるＬＥＤを使用
し、例えば使用可能な通常状態では緑のＬＥＤを点灯さ
せ、残量が残り僅かになった時に赤のＬＥＤの点灯に切
り替えるようにしても良い。また、液晶により例えばバ
ーグラフ的に表示してその表示のための消費電力の低減
化を行うようにしても良い。
【００３３】バッテリ収納部３５には２本の乾電池（例
えば単３乾電池）３３が収納できるようになっており、
蓋体３１を閉めた時、この蓋体３１の内側に設けられた
導電板４１に各々の乾電池３３が接触し、直列に接続さ
れるようになている。そのため、乾電池３３は図３に示
すように互いの装填向きを変えてバッテリ収納部３５に
入れる。
【００３４】この蓋体３１には固定爪３１ａが設けてあ
り、蓋体３１を閉状態にした時、固定爪３１ａに係合す
るように外装部材３４の頂部にはロック爪４２が設けて
ある。このロック爪４２は外装部材３４に対し、回動す
る開放レバー４３に回動自在に設けられ、開放レバー４
３の動作と連動し前記固定爪３１ａを固定、解放する、
いわゆるバックル式のロック機構により蓋体３１を光源
本体３０に固定するようにしている。なお、図７でも光
源本体３０と蓋体３１との開閉操作の様子を示してい
る。
【００３５】なお、蓋体３１にはバッキン４４が設けて
あり、閉状態においてはバッテリ収納部３５内部を水密
に保つ他、上記バックル機構がうまく働くような（解放
レバー４３が閉状態で維持されるような）蓋体３１を解
放する方向の付勢力を発生させる役割を持つ。また、前
記ロック爪４２及び解放レバー４３は閉状態において、
外装部材３４に対し、凹凸が無いよう収納されるように
構成されているため、使用中に誤って解放レバー４３を
解放操作することがない。
【００３６】バッテリ収納部３５の底部には電気的に良
伝導性素材よりなる後述する電池接点４４、４５（図４
参照）が設けられ、これを介して照明ランプ２１及び前
記残量検出回路に電源が供給される。なお、後述するよ
うに電池接点４５は照明ランプ２１の一方の電極と電気
的に常時導通し、他方の電池接点４４は（照明ランプ２
１が装着保持されるランプ収納筒５０と、これと相対的
に回動自在となる）外装部材３４の回動位置により、照
明ランプ２１の電極とＯＮ、或いはＯＦＦする。
【００３７】図３に示すようにランプホルダ３２は絶縁
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7
性の樹脂素材で形成されたホルダ本体４７と、このホル
ダ本体４７外周に嵌合するリング形状部４８ａと、この
リング形状部４８ａから照明ランプ２１の後端側電極に
バネ弾性力をもって当接する腕部４８ｂ（図４がより詳
しい）とが形成されたランプ接点バネ４８と、前記ホル
ダ本体４７の外周に設けられた水密リング４９とから構
成される。
【００３８】前記ホルダ本体４７には外装部材３４に螺
合する雄ネジ部４７ａが形成されている。さらにホルダ
本体４７の前端部には円筒部分に複数のスリットが入っ
て押圧により弾性的に押し広げられる特性を持つランプ
固定爪部４７ｂが形成されており、このランプ固定爪部
４７ｂの前端部付近の内周面には照明ランプ２１の後端
付近の取付部の外周面にリング状に突出する凸部２１ａ
が係入されて保持される凹部４７ｃ（図４がより詳し
い）が形成されている。
【００３９】前記ランプ固定爪部４７ｂの内周面は、こ
れに係合する照明ランプ２１の後端部の取付部の外径よ
り僅かに大きく設定され、かつ図４に示すように凹部４
７ｃの形状は照明ランプ２１の凸部２１ａよりもその長
手方向（或いはその光軸Ｏの方向）に長く形成されてい
る為、照明ランプ２１をランプホルダ３２に装着した
時、照明ランプ２１はこの照明ランプ２１の光軸周りに
自由に回転でき、かつ凹部４７ｃの範囲内において、光
軸Ｏの方向に移動可能である。
【００４０】但し、凹部４７ｃより深部側となる後方位
置に腕部４８ｂがその前方側に付勢するように配置され
ているので、凸部２１ａが凹部４７ｃ内に係入されて保
持された状態ではこの腕部４８ｂの付勢力によって凹部
４７ｃの前方側に位置するように保持される。この腕部
４８ｂの付勢力に抗する力を印加した場合には、凸部２
１ａを凹部４７ｃの深部側に移動させることができる。
【００４１】また、凸部２１ａの外径はランプ固定爪部
４７ｂの内周面の径より僅かに大きく押し広げるように
して押し込むことができる。また、凹部４７ｃの内径は
凸部２１ａの外径より大きく形成されている。
【００４２】図４に示すようにランプ固定爪部４７ｂの
内周面に設けた凹部４７ｃはこの内周面より拡径にされ
ているので、照明ランプ２１の凸部２１ａが嵌り込む時
に操作者にクリック感を与えるので、凹部４７ｃ内に凸
部２１ａが係入された状態を操作者は容易に知ることが
でき、ランプ交換等の際に凹部４７ｃ内に凸部２１ａが
係入されるように操作することを誤りなく行うことがし
易い。
【００４３】なお、照明ランプ２１を保持したランプホ
ルダ３２を外装部材３４に螺合し、照明ランプ２１が後
述するランプ室３６内部のランプ当接部５０ａに当接
し、かつランプホルダ３２の螺合が完了した装着状態の
時、凹部４７ｃにおける前記光軸Ｏの方向の移動範囲内
に凸部２１ａが収まるよう各々の寸法が設定されてい
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る。
【００４４】また、照明ランプ２１の凸部２１ａとラン
プ固定爪部４７ｂの係合は、照明ランプ２１をランプホ
ルダ３２の凹部４７ｃに係入保持した時、ランプ接点バ
ネ４８により付勢されるバネ力より強い力で係合するよ
うになっている。
【００４５】前記ランプ接点バネ４８の腕部４８ｂは、
前記ランプ固定爪部４７ｂのスりットを通ってホルダ本
体４７の略中央まで延出しており、照明ランプ２１をラ
ンプホルダ３２に装着した時、前記腕部４８ｂが照明ラ
ンプ２１の底部の一方の電極に弾性力を持って当接す
る。
【００４６】一方、ホルダ本体４７の後端には図４（或
いは図７）に示すようにコイン等が係入される溝部４７
ｄが形成され、この溝部４７ｄに係入してホルダ本体４
７を回転して着脱の操作ができるようにしている。ま
た、ランプホルダ３２を外装部材３４に螺合装着した
時、前記水密リング４９によって、バッテリ型光源４内
外の水密が保持される。
【００４７】前記照明ランプ２１を装着したランプホル
ダ３２を、バッテリ型光源４に装着した状態でのランプ
室３６の断面図を図４に示す。なお、図４の状態は照明
ランプ２１が消灯された消灯状態或いはＯＦＦ状態の場
合で示している。このＯＦＦ状態であることは図４のＢ
－Ｂ断面の図５（Ｂ）から分かる。そして、このＯＦＦ
状態で、以下に説明するランプ収納筒５０に対し、外装
部材３４を９０°回転すると、図５（Ｂ）から図６
（Ｂ）の状態になり、ＯＮ状態となる。
【００４８】ランプ室３６内部には、導電性の良い素材
からなる略円筒形状のランプ収納筒５０が配置されてい
る。このランプ収納筒５０の後端はフランジ形状をして
おり、弾性を有し摺動抵抗を増加させるリング５１を挟
んで外装部材３４に回動自在に配置される。
【００４９】さらに乾電池３３と電気的に導通する電池
接点４４が位置するランプ収納筒５０の中央部分には、
絶縁素材からなる環状の接点ガイド５２が導電性の良い
素材からなる接点ビス５３により固定されている。この
接点ビス５３は接点ガイド５２の円周状の溝５２ａにお
ける所定の位置で固定され、この接点ビス５３が固定さ
れている位置は後述する照明ランプ２１のＯＮ，ＯＦＦ
状態になるスイッチの回動位置に対応している。
【００５０】ランプ収納筒５０の略中央部内空は、照明
ランプ２１がぴったりと嵌挿される寸法になっており、
（ランプ収納筒５０の後端側のランプ挿入口側に対し、
その前端側となる）その深部側の所定の内周位置には照
明ランプ２１の前端周縁部が当接し、位置決めされるラ
ンプ当接部５０ａが（内周側に突出するように）形成さ
れている。なお、このランプ当接部５０ａに当接する照
明ランプ２１の外装部分は、ランプ２１の（底部の一方
の電極に対し）他方の電極を成している。
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【００５１】また、図４に示すように上記接続口金２７
には位置決めピン２６がこの接続口金２７の内側に突出
するようにネジ固定されたおり、この位置決めピン２６
の突出部２６ａを前記ランプ収納筒５０の端部に設けた
切り欠き部５０ｂに係入するように接続口金２７をラン
プ収納筒５０にスライド嵌入させ、さらに内視鏡２のラ
イトガイド口金１１が挿入される円筒内空の底部（後
端）に集光レンズ２２が水密的に接着固定されたレンズ
保持筒５５をランプ収納筒５０に螺合することによっ
て、前記接続口金２７をランプ収納筒５０に一体的に固
定する。
【００５２】この時、外装部材３４に嵌入する接続口金
２７の後端部側には水密リング５６を設け、水密構造に
している。また、レンズ保持筒５５の前端外周とその外
側の接続口金２７との間にも水密リングを介挿して水密
を確保している。さらにこの接続口金２７の後端部に
は、図５（Ａ）に示すように２つの腕部を残すように円
筒部分を切り欠いた２つの回転規制部２７ｃを形成して
いる。そして、この部分が嵌入する外装部材３４の内周
面には、前記２つの回転規制部２７ｃの間に突出するよ
うに４つの規制凸部３４ａが形成されている。
【００５３】以上の構造によって、ランプ収納筒５０を
軸として外装部材３４が限られた角度範囲内で回動する
ようになっている。なお、本実施の形態においては、図
５（Ａ）に示すように９０°の範囲で回動するようにし
ているが、適宜変更しても良い。
【００５４】上記外装部材３４にビス５７で固定された
電池接点４４は、乾電池３３の一方の極と電気的に導通
し、その一端は図５（Ｂ）に示すようにバネ弾性をもっ
て前記接点ガイド５２の溝５２ａの底部を押圧してい
る。図５（Ｂ）ではスイッチＯＦＦの状態であり、この
状態から外装部材３４を９０°回転して図７の実線で示
す状態に設定すると、電池接点４４は図６（Ｂ）に示す
ように接点ビス５３を押圧する状態となり、スイッチＯ
Ｎとなる。
【００５５】同じように、外装部材３４にビス固定され
た電池接点４５は乾電池３３の他方の極と電気的に導通
し、その一端は図４に示すようにバネ弾性をもってラン
プ室３６方向に付勢されるように配置されている。そし
て、ランプホルダ３２を外装部材３４に装着した時、ラ
ンプ接点バネ４８のリング形状部４８ａと前記電池接点
４５が電気的に接触するようになっている。
【００５６】本実施の形態では、図４に示すように照明
ランプ２１をランプホルダ３２で装着時の位置決めを完
全にするように位置決め保持するのでなく、ランプホル
ダ３２を構成するホルダ本体４７のランプ固定爪部４７
ｂに、照明ランプ２１の取付部に設けた凸部２１ａが回
転自在でかつこの凸部２１ａより光軸Ｏ方向に長く形成
されて係入される凹部４７ｃ内で概略の位置決めを行
う、いわゆるガタつきを持つ位置決め保持機構とし、ラ
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ンプホルダ３２の後端の雄ネジ部４７ａをランプ室３６
の後端内周面の雌ネジ部に螺合により係合させて、ネジ
込む際に照明ランプ２１を前方に移動させ、照明ランプ
２１の先端側周縁部をランプ収納筒５０のランプ当接部
５０ａに当接させて前記ガタつきの範囲内で、ランプホ
ルダ３２の外装部材３４への装着状態に関係なく照明ラ
ンプ２１の位置決めをできるようにしたランプ装着機構
を形成することにより、（ランプ装着部材としての）ラ
ンプホルダ３２の構成部品の加工精度が低いものでも支
障なく使用できるようにしていることが特徴となってい
る。
【００５７】次に本実施の形態おけるバッテリ型光源４
の作用を説明する。まず、図３に示すように光源本体３
０の蓋体３１を解放し、バッテリ収納部３５に２本の乾
電池３３を極性を互いの逆にして収納した後、蓋体３１
を閉める。さらに、解放レバー４３を動かしながらロッ
ク爪部４２を蓋体３１の固定爪部３１ａに係合させた
後、解放レバー４３を外装部材３４の側面側に倒し、ロ
ック爪部４２で蓋体３１を光源本体３０側に引き寄せる
ようにして固定する。この時、蓋体３１に設けたパッキ
ン４４がバッテリ収納部３５の開口部に密着して水密状
態になる。また、蓋体３１に設けた導電板４１は乾電池
３３の電極に接触し、２本の乾電池３３を直列につな
ぐ。
【００５８】次に照明ランプ２１の後端側をランプホル
ダ３２のランプ固定爪部４７ｂに差し込む。この時、照
明ランプ２１の凸部２１ａがスリットを設けたランプ固
定爪部４７ｂの内周面を押圧しながら嵌入し、凸部２１
ａが凹部４７ｃの範囲内で係入してクリック保持される
（この時、クリック感が感じられることによりに係入し
て保持されたことを知ることができる）。さらにこの
時、ランプ接点バネ４８の腕部４８ｂは照明ランプ２１
の後端部の電極に弾性的に当接する。
【００５９】この状態では、照明ランプ２１はランプホ
ルダ３２に対し、光軸周りに回転可能であり、かつラン
プ接点バネ４８の弾性力に抗する方向に凹部４７ｃの範
囲内において光軸Ｏ（図４参照）の方向に移動可能であ
る。但し、前述のように凹部４７ｃの中央付近より深部
側に係入されて保持されることは腕部４８ｂの弾性力で
阻止される（なお、照明ランプ２１はその光軸を中心軸
として回転対称な外形をしている）。
【００６０】上記ランプホルダ３２の後端の溝部４７ｄ
（図４参照）にコイン等を係入し、回転させ、ランプホ
ルダ３２の雄ネジ部４７ａを外装部材３４の雌ねじ部に
螺合させることによって、光源本体３０のランプ室３６
に照明ランプ２１を装填する。
【００６１】この時、ランプホルダ３２の外装部材３４
への螺合が完了する前に、照明ランプ２１の他方の電極
である先端側の周縁部がランプ収納筒５０に設けた位置
決め用のランプ当接部５０ａに当接して位置決めされる
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ようになる。
【００６２】すなわち、凸部２１ａが凹部４７ｃの浅部
側（つまり、凹部４７ｃ内でその先端側）に係入保持さ
れた状態で、ランプホルダ３２を外装部材３４へ螺合す
るため、その螺合の初期の段階で、照明ランプ２１がラ
ンプ当接部５０ａに当接し、その後は凸部２１ａは凹部
４７ｃ内を深部側に移動し、かつ腕部４８ｂを変形させ
る。
【００６３】その後はランプホルダ３２の螺合が完了ま
で、主に照明ランプ２１はランプ接点バネ４８の腕部４
８ｂを弾性変形させるようにランプ固定爪部４７ｂ内に
嵌入する。そして、図４に示すような装填（装着）状態
に設定できるようになる。
【００６４】本実施の形態においては、前記ランプホル
ダ３２の螺合が完了した照明ランプ２１の装着状態で
は、凹部４７ｃの略中央に照明ランプ２１の凸部２１ａ
が位置するようになるが、凹部４７ｃの範囲内に凸部２
１ａが収まるような寸法設定であれば良い（なお、ラン
プホルダ３２に照明ランプ２１を保持する時、凹部４７
ｃ内での凸部２１ａを係入保持した位置が、凹部４７ｃ
の中央より深部側に設定されていると、ランプホルダ３
２を螺合で装着しても照明ランプ２１の先端側周縁部が
ランプ当接部５０ａに当接しないで螺合が完了してしま
う可能性が発生するが、そのような位置での保持はラン
プ接点バネ４８の腕部４８ｂの弾性力で排除される）。
【００６５】なお、ランプ当接部５０ａは、ランプ２１
からの出射光が最も効率良く内視鏡２のライトガイドフ
ァイバ入射端に集光する位置に照明ランプ２１を位置決
めする役目を持つ。
【００６６】さらにこの時、ホルダ本体４７は外装部材
３４に一体的に固定され、乾電池３３につながる電池接
点４５が図４に示すようにランプ接点バネ４８のリング
形状部４８ａに弾性的に接触する。また、照明ランプ２
１の装着状態のランプ室３６内部は、水密リング４９に
より水密状態になっている。
【００６７】続いて、内視鏡２のライトガイド口金１１
に上記バッテリ型光源４の接続部１２を接続する。これ
により、接続部１２と一体化したランプ収納筒５０まで
がライトガイド口金１１に一体的に接続固定されること
になる。
【００６８】ランプ点灯スイッチがＯＦＦ位置にある状
態において（図７の２点鎖線部）、乾電池３３と電気的
に導通した電池接点４４は図５（Ｂ）に示すように絶縁
性素材からなる接点ガイド５２に接触しており、乾電池
３３から照明ランプ２１までの電流の経路は絶たれてい
る。このランプ消灯状態では電池残量表示機能が働かな
いよう回路を構成しているため、残量表示部３８による
残量表示は行われない。
【００６９】次に、光源本体３０を内視鏡２に対し、回
動させ、図７に示すランプＯＮ状態にする。この時、ラ
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ンプ収納筒５０を軸にして回動する外装部材３４の回動
範囲は図５（Ａ）、図６（Ａ）に示すように、２つの回
転規制部２７ｃに当接する４つの規制凸部３４ａにより
決められており、本実施の形態では略９０°の回動角を
持つ。この様に、ＯＮ、ＯＦＦスイッチの回動を規制す
るための規制部を複数に分割することによって、規制部
にかかる応力を分散させることができ、結果的にＯＮ、
ＯＦＦ操作時の突き当て強度を向上させることができ
る。
【００７０】また、上記回動操作時に、ランプホルダ３
２は外装部材３４と一体的に回動するが、照明ランプ２
１はランプホルダ３２との係合よりランプ収納筒５０と
の摺動抵抗の方が大きいため回動しない。また、この
時、照明ランプ２１からランプホルダ３２に伝わる回転
力も微小なため、ＯＮ、ＯＦＦ操作を繰り返して行って
もランプホルダ３２の外装部材３４への螺合が緩むこと
が無い。
【００７１】照明ランプ２１への電源の入切は電池接点
４４の接点ビス５３への（弾性的な）接触、非接触によ
り行っている。図５（Ｂ）のＯＦＦ状態から光源本体を
９０°回動させたＯＮ状態では、図６（Ｂ）のように電
池接点４４が接点ガイド５２の溝５２ａの底部を押圧し
ながら接点ビス５３の位置まで（回動的に）移動する。
【００７２】即ち、接点ビス５３の位置に達した状態で
は、乾電池３３→電池接点４４→接点ビス５３→ランプ
収納筒５０→照明ランプ２１→ランプ接点バネ４８→電
池接点４５→乾電池３３という閉回路が構成され、照明
ランプ２１が点灯する。その際、図示しない電池残量検
出回路も同時に起動するようになっており、乾電池３３
の出力電圧値などをモニタしてその電圧値を電池残量に
換算し、随時残量表示部３８で表示する。
【００７３】照明ランプ２１から出射された照明光は、
集光レンズ２２により集光され、内視鏡２のライトガイ
ド口金１１に配置されたライトガイドファイバに効率良
く入射される。ここで、さらに集光効率を上げるため、
照明ランプ２１のガラス球自体にレンズ状の厚みを持た
せ、照明ランプ２１から出射された光がよりスポット光
線に近いものを使用しても良い。
【００７４】ライトガイドファイバに入射された照明光
はその先端側に伝送され、照明窓２０（図１参照）から
前方側に出射され、挿入部５が挿入された体腔内の患部
等の被写体を照明する。また、照明された被写体は観察
窓２３の対物レンズによりイメージガイドファイバの先
端面に結像され、その後端側に像が伝送され、接眼部７
から観察して、患部等の内視鏡診断などを行うことがで
きる。
【００７５】なお、照明ランプ２１の点灯中に発生する
熱は、ランプ収納筒５０に伝わり、さらに接続部１２か
ら内視鏡２のライトガイド口金１１へと伝わる。そし
て、このライトガイド口金１１から操作部６の内部金属
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部品へと熱が拡散していく。
【００７６】本実施の形態のように、発熱源である照明
ランプ２１と導電金属部材であるランプ収納筒５０との
接触面積を多く（広く）とることによって、余分な熱を
積極的にランプ収納筒５０を介して内視鏡本体内部に拡
散することができる。さらに、ランプ収納筒５０と外装
部材３４との間には空気の層を設け、熱が直接外装部材
３４に伝わらないようにしている。
【００７７】また、照明ランプ２１を装着するランプホ
ルダ３２も、その本体４７は熱を伝えにくい樹脂により
形成されているため、溝部４７ｄが面している外観表面
が高温になることはない。これによって、術者の手に触
れるランプ室３６周辺の外装部材３４の表面が、使用を
妨げる程の高温状態になることを防ぐことができ、また
光源内部に熱がこもることがないので、例えば光源内部
の電気回路等に熱による悪影響を及ぼす心配も無い。さ
らには、接続環２４の外表面を熱伝導率の低いゴムや樹
脂で被覆すれば、術者の手に熱が伝わることを一層防止
できる。観察終了後は、光源本体３０をＯＦＦ位置に回
動させ、照明ランプ２１を消灯させる。
【００７８】本実施の形態は以下の効果を有する。従来
のようなランプホルダを介してランプ位置決めを行うの
でなく、照明ランプ２１をランプホルダ３２により、光
軸中心に回動自在及びその光軸方向に前後に移動可能範
囲だけ移動可能に保持し、ランプ室３６に照明ランプ２
１を保持したランプホルダ３２を装着した時、移動可能
範囲のなかで照明ランプ２１がランプ室３６内部のラン
プ収納筒５０のランプ当接部５０ａに直接当接し、ラン
プ位置が精度良く決まる構造にしたので、従来のように
ランプホルダ及びその装着部周辺を構成する部品精度を
上げる必要が無くなるので、加工の手間を大幅に省くこ
とができ、結果として加工費等を安くできる。
【００７９】また、作業者の取り扱いミスで、ランプホ
ルダ装着が不十分であったとしても、前記移動可能範囲
の中においては照明レンズ２１の正確な位置決め、及び
照明ランプ２１への電源供給路も確保できるので、集光
効率の低下や電源との接触不良を引き起こす可能性を軽
減できる。
【００８０】また、ランプ収納筒５０と照明ランプ２１
の当接部を照明ランプ２１への電源供給接点に用いたの
で、従来のようにランプホルダにプラス、マイナスの両
極と接続するための接点部材が不要となり（本実施の形
態によれば何れか１つで良い）、ランプホルダを構成す
る部品形状の簡略化及び部品数を減らすことができる。
【００８１】また、ランプ交換の際には、ランプホルダ
３２を光源本体３０から取り外すことにより、ランプ室
３６の奥にある照明ランプ２１を一体的に引き抜くこと
ができ、ランプ切れ直後に交換する場合でも高温の照明
ランプ２１に直に触れずに済むため、火傷等の心配が無
い。

14
【００８２】また、従来のランプホルダは、光源本体が
回動するときの軸となるランプ収納筒に対し、螺合固定
される構造にしていたため、バッテリ型光源を内視鏡か
ら取り外した状態で、ランプホルダをバッテリ型光源か
ら取り外す場合、ランプホルダと共にランプ収納筒も回
転してしまい、意図しないうちにランプのスイッチがＯ
Ｎ又はＯＦＦになる可能性があったが、本実施の形態で
はランプホルダ３２を光源外装部材３４に螺合するよう
にしたので、上記の可能性を解消できる。
【００８３】さらに、バッテリ型光源４のスイッチ操作
を規制する突き当て部を複数設けることにより、突き当
て時の衝撃力を分散させることができ、耐久性或いは強
度向上が図れる。
【００８４】［付記］
１．照明光を導光するライトガイドファイバを有する内
視鏡と、前記内視鏡に着脱自在に接続し、前記ライトガ
イドファイバの光入射端に照明光を供給する照明ランプ
およびこの照明ランプに電力を供給するバッテリを有す
るバッテリ型光源を備えた内視鏡装置において、前記照
明ランプが着脱自在に装着されるランプ装着部材を備
え、前記装着状態においては、前記照明ランプはランプ
装着部材に対し照明ランプの長手方向および軸周りの回
転が自在となる取付けガタを有するとともに、前記照明
ランプを装着したランプ装着部材を前記バッテリ型光源
に取り付けたとき、前記バッテリ型光源内の当接部に前
記照明ランプが当接し、前記照明ランプとランプ装着部
材間の取付けガタの範囲内で、前記ライトガイドファイ
バの光入射端に対する照明ランプの位置決めが行われる
ようにしたことを特徴とする内視鏡装置。
【００８５】２．前記照明ランプとランプ装着部材との
接続は、照明ランプに設けた凸部と、これに係合するラ
ンプ装着部材の爪部により行われるようにした付記１の
内視鏡装置。
３．前記ランプ装着部材には、照明ランプを接続したと
きに前記照明ランプの一方の電極と前記ガタつきの範囲
内で電気的に接続される導電部材を有し、前記ランプ装
着部材をバッテリ型光源に取り付けたとき、前記導電部
材がバッテリと電気的接続されるようにした付記１の内
視鏡装置。
【００８６】４．前記バッテリ型光源内の当接部は、バ
ッテリと電気的接続され、前記照明ランプの他方の電極
をこれに当接するようにした付記１の内視鏡装置。
５．前記照明ランプの点灯、消灯操作は、前記内視鏡と
前記バッテリ型光源との接続状態における相対位置を変
化させることにより行うようにした付記１の内視鏡装
置。
【００８７】
【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、照
明光を導光するライトガイドファイバを有する内視鏡
と、前記内視鏡に着脱自在に接続し、前記ライトガイド
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ファイバの光入射端に照明光を供給する照明ランプ及び
この照明ランプに電力を供給するバッテリを有するバッ
テリ型光源とを備えた内視鏡装置において、前記照明ラ
ンプをその長手方向にある範囲内で移動自在に保持する
保持部を設けたランプ装着部材を有し、前記照明ランプ
を保持した前記ランプ装着部材の装着用係合部を前記バ
ッテリ型光源の本体に係合させて着脱自在で取り付ける
際に、前記バッテリ型光源の本体内の位置決め用当接部
に前記照明ランプを当接するように移動させることによ
り、前記照明ランプが前記ある範囲内で任意の位置に保
持されてもライトガイドファイバの光入射端に対する照
明ランプの位置決めが行われるようなランプ装着機構を
形成しているので、ランプ交換により新しい照明ランプ
を装着するような場合にランプ装着部材への照明ランプ
の保持位置にバラツキがある場合でも、確実に照明ラン
プの位置決めが行われるようにして、高精度の装着用部
品を必要としないで、低コストで済む。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の１実施の形態の内視鏡装置の全体構成
を示す斜視図。
【図２】操作部及びバッテリ型光源の接続部の外観図。
【図３】バッテリ型光源の全体構成を示す分解図。
【図４】バッテリ型光源のランプ室の横断面図。
【図５】図４の照明ランプ消灯状態でのＡ－Ａ断面とＢ
－Ｂ断面図。
【図６】照明ランプ点灯状態におけるＡ－Ａ断面とＢ－
Ｂ断面図。
【図７】照明ランプの点灯、消灯時における内視鏡装置
の外観図。
【符号の説明】
１…内視鏡装置
２…内視鏡
３…ライトガイドケーブル
３ｂ…ライトガイドコネクタ
４…バッテリ型光源
５…挿入部
６…操作部
７…接眼部
８…先端部
９…湾曲部

16
１１…ライトガイド口金
１１ｃ…接続筒
１２…接続部
１３…把持部
１４…湾曲操作レバー
１５…吸引ボタン
１６…吸引口金
２０…照明窓
２１…照明ランプ
２１ａ…凸部
２２…集光レンズ
２３…観察窓
２４…接続環
２６…位置決めピン
２７…接続口金
２８…水密リング
３０…光源本体
３１…蓋体
３２…ランプホルダ
３３…乾電池
３４…外装部材
３５…バッテリ収納部
３６…ランプ室
３８…残量表示部
４２…ロック爪
４３…解放レバー
４４、４５…電池接点
４７…ホルダ本体
４７ａ…雄ネジ部
４７ｂ…ランプ固定爪部
４７ｃ…凹部
４８…ランプ接点バネ
４８ａ…リング形状部
４８ｂ…腕部
５０…ランプ収納筒
５０ａ…ランプ当接部
５２…接点ガイド
５２ａ…溝
５３…接点ビス
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摘要(译)

解决的问题：提供一种内窥镜装置，该内窥镜装置不需要高精度的安装
部件，并且可以在预定的安装状态下无错误地更换照明灯。 解决方案：
照明灯21的后端侧上有一个相对于灯罩圆柱体50的突起，其中在光源主
体的灯腔36中设置了一个用于邻接和定位照明灯21的顶端侧周边部分的
灯靠接部分50a。 照明灯21设置有灯座32，该灯座32具有灯固定爪部
47b，该灯固定爪部47b设有与该部21a接合并且沿光轴O的方向可移动预
定距离并且可绕光轴O旋转的凹部47c。 在握住灯的同时，将照明灯插入
末端侧，并使灯座32的后端侧的外螺纹部分47a与灯室36的后端开口端
上的内螺纹部分接合，从而 灯21移动到灯容纳筒50的深侧，并且由于在
安装时的接合引起的移动使照明灯21与灯接触部50a接触，从而可以设定
预定的安装状态。
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